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はじめに 

 

 

東京女子医科大学 解剖学講座 神経分子形態学分野 准教授 

同 ダイバーシティ環境整備事業推進室 室長 

本多 祥子 

 

 

 

 

このたび、令和 3年度文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）に選定され、

全学体制で「グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOI プロジェクト』」の取組みを開始

する運びとなりました。はじめに、多大なご理解とご尽力をいただいた関係者の皆様に厚く御礼申し上

げます。 

ここに至るまでには、本学の学祖吉岡彌生先生をはじめ偉大な先人の弛まぬ努力があり、さらに本学

が120年以上にわたり培ってきた女性医療人活躍推進の精神的基盤が重要な意味を持つことは申し上げ

るまでもありません。この貴重な背景を十分に活かし、将来グローバルヘルスリーダーとして国際社会

と連携し社会問題解決を目指す「彌生人（やよいびと）」を育てるための苗床として、本学は今後さらに

重要な役割を担っていくことになります。この「YAYOI プロジェクト」が、本事業に関わるひとりひと

りに自身をイノベート(＝常に自分自身を変え成長させていくこと)する端緒を開くことを強く祈念い

たします。「YAYOI プロジェクト」で実施する「架け橋研究」「国際共同研究」「AI 研究」の 3種の研究支

援を通じて、広い視野から自身の研究の立ち位置を理解するための機会と、より新しいステップへ到達

するための手段を、女性医師・研究者の皆様に実質的に獲得していただければと考えます。さらに育児

や介護などのライフイベントを様々な角度から実践的に支援することにより、これまで以上に幅広い女

性医師・研究者活躍推進を目指します。 

「Your Attention to Your Own Innovation !」をスローガンに、本学ならではの「YAYOI プロジェク

ト」を推進して参りますので、今後の情報展開や活動報告に是非ご注目ください。 
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ごあいさつ 

 

 

学校法人 東京女子医科大学 理事長 

岩本 絹子 

 

 

 

 

 

令和 3(2021)年度に採択されました文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環

境実現イニシアティブ（先端型）」の『令和 3年度 報告書』が完成いたしました。 

 

この度、文部科学省による令和 3年度科学技術人材育成費補助事業 「ダイバーシティ研究環境実現

イニシアティブ（先端型）」の補助金交付事業として、本学の女性医療人キャリア形成センターによる

『グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用「YAYOI プロジェクト」』が採択され、女性医療人キ

ャリア形成センター長である肥塚常務理事はじめ関係各位の皆様方のご尽力により、令和 3(2021)年 12

月 4 日に、「YAYOI プロジェクト」のキックオフミーティングが開催されました。 

本学は、平成 28(2016)年から、文部科学省における女性研究者関連施策において、「ダイバーシティ

研究環境実現イニシアティブ（特色型）」に採択されており、その成果をご評価いただいたことで、今回

の「先端型」での採択に繋がっております。従前よりも更に高い目標を掲げ、女性研究者の海外派遣等

を通じた上位職登用のより一層の推進を踏まえた、先端的な取り組みが望まれております。本学の建学

の精神「医学の蘊奥(うんおう)を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する」と、本

学の理念である「至誠と愛」を実践し、広く国際社会でリーダーシップを発揮し、社会貢献に尽力する

ことができ、そして、後進の育成を通じて、本学の理念「至誠と愛」を次世代に継承できる女性指導者

「彌生人（やよいびと）」を育成してまいります。そして、女性指導者育成の基盤作りを、オール女子医

大で構築することを期待しております。 

 

本学は、令和 2(2020)年 12 月 5 日に創立 120 周年を迎えており、そして、令和 3(2021)年 3 月 10 日

は、吉岡彌生先生の生誕 150 周年という記念すべき年となっております。この「YAYOI プロジェクト」

の始動を機に、本当の意味での女性活躍の代表的役割を、本学が担っていくことを願っております。 

結びになりますが、本学における本事業の成果が実り多きものとなり、女性医療人による社会貢献そ

して生涯を通じて活躍し続けることのできる環境が社会全体で整備されることを祈念いたします。 
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東京女子医科大学 学長 

丸 義朗 

 

 

 

 

 

採択させていただきました本プログラムにおける本学の課題名は、本学の創始者である吉岡彌生先生

のお名前を冠した「YAYOI プロジェクト」であります。従いまして、提案した計画を忠実に実施するこ

との他に、あらゆる点で本学の建学の精神と理念に則っているかどうか、自問自答しながら進めていか

ねばなりません。自立した女性医療人を保証することの一つがリーダー的存在です。卒業生調査はまだ

十分とは言えませんが、多くの卒業生が社会に出て上位職で活躍していることは事実です。それを今以

上に量も質も拡大するためには、大学における教授陣営に女性の持ち味が発揮されねばなりません。な

ぜなら本来の教授はリーダーに属するからであります。本学は教授の女性比率の３０％をほぼ達成しま

した。これからが本当の勝負です。教授と一言で言ってもそのレベルに差があることは否めません。こ

の３０％女性教授の質的レベルの検証は、教授評価で実践していきます。また、この取り組みが、卒業

生がリーダーとなれるような教育を実践する上で役に立っているかどうかも検証しなければなりませ

ん。その上で、この３０％を維持するために、十分な吟味のもと、准教授や講師などの職位にも女性登

用を促進します。女性教授候補となれる人材の発掘がそのミッションとなります。そして、その女性教

員が力を発揮できる新しい背景の一つとして、情報技術を駆使した研究領域や活動があります。これを

成功させるために、子育て支援が必須であることは言うまでもありません。保育施設などはその代表例

です。本学のこの取り組みが他機関の良き手本となれるよう、協力してまいります。これにて私の挨拶

とさせていただきます。 
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学校法人 東京女子医科大学 常務理事・名誉教授 

同 女性医療人キャリア形成センター センター長 

肥塚 直美 

 

 

 

 

本学は令和 3(2021)年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニ

シアティブ（先端型）」に採択され、「グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOI プロジ

ェクト』の取り組みを開始いたしました。『YAYOI プロジェクト』の“YAYOI”は“Your Attention to 

Your Own Innovation”であり、本学の学祖吉岡彌生先生のお名前を冠したものです。この先端型の選

定にあたりましては、平成28(2016)年度より行ってまいりました特色型（令和3(2021)年度が最終年度）

の取り組みが自主的に行われることを前提に、さらに高い目標をもって取り組むこととされております。 

初年度の取り組みは時間が限られておりましたが、本 YAYOI プロジェクトで柱となる架け橋研究、国

際交流、AI 研究を中心として、理事長・学長先生の強いリーダーシップのもと、女性医療人キャリア形

成センターを中心に全学をあげて精力的に取り組んできました。この初年度の取り組みの成果を報告書

としてまとめることができたことを大変嬉しく思います。本年度の成果をふまえて、次年度に向けさら

に邁進してまいります。 

本学は、『医学の蘊奥を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する』という建学の

精神と『至誠と愛』の教育理念のもと、最良の医療を実践する知識・技能を修め、高い人格を陶冶した

医人を育成し、将来の医療に貢献することを目指しております。本事業をさらに推し進めて、女性医療

人が生涯輝いて活躍できる社会を目指して活動してまいります。 
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東京女子医科大学 特任教授・名誉教授 

同 女性医療人キャリア形成センター 副センター長 

齋藤 加代子 

 

 

 

 

 

令和 3(2021)年度文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」に採択頂き、

6 年間の「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」の最終年度の活動に並行して、「先

端的」取組の初年度事業を実施致しました。「上位職への積極登用」、「研究力向上・リーダー育成」、「ダ

イバーシティ研究環境整備」の 3つの柱をより太く強固なものとする土台形成の年であったと認識して

おります。 

「YAYOI プロジェクトキックオフミーティング」は本学創立記念日の前日 12 月 4 日(土)に開催されま

した。COVID-19 パンデミックにより、残念ながら対面の開催はできず、WEB 開催・録画となりました。

山村康子先生には「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブの今後の動向」の特別講演をしていた

だきました。そして、ダイバーシティ環境整備事業推進室室長 本多祥子准教授の「グローバルヘルスリ

ーダー育成と更なる女性登用：YAYOI プロジェクト」講演による本事業紹介を皮切りとして、今年度の

本事業を開始しました。 

初年度事業として、先端型の特徴、すなわち 3つの先端的取組「架け橋研究」「バーチャル研究交流・

国際交流」「AI 研究インターンシップ制度」を開始しました。それぞれの研究費として「架け橋研究支

援」「国際共同研究支援」「AI 研究スタートアップ支援」の募集を行い、多くの応募を頂きました。厳正

な書類審査と WEB 面接により、「架け橋研究支援」は 4名、「国際共同研究支援」3名、「AI 研究スタート

アップ支援」3 名が採択されました。初年度は短い期間で研究成果を挙げることが求められております

が、採択の課題は皆、その期待に応えておられ、本学における女性研究者の底力を感じるところです。 

育児・介護等のセーフティネットの充実、研究環境整備を行い、「至誠と愛」の理念の下に国際的に活

躍し、リーダーシップを発揮する女性を育成する本プロジェクトの成功は、まさに本学の建学の精神「医

学の蘊奥を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する」の具現・実践であります。「ダ

イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」を通して、本学の多様な人材が最大限の能力を発

揮することを願っております。 
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Ⅰ 事業概要 

⽬標 

本学は、明治 33(1900)年に女性医療人（医師・看護師）育成と自立の精神に基づき設立された国内唯

一の女子医科大学として、これまで様々な取組を行ってきました。平成 18(2006)年度には文部科学省科

学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成事業」に採択され、病児保育と短時間勤務制度の創設に

よって優れた女性研究者の研究継続支援を実施しました。事業終了後も、男女共同参画推進局（現在の

女性医療人キャリア形成センター）を設置し、院内保育所に加え本学独自のファミリーサポートシステ

ムによるきめ細やかな育児支援、また短時間勤務制度を育児期のみならず自己研鑽にも活用できる制度

として創設し勤務環境改善に努めてまいりました。しかしその一方で平成 27(2015)年時点の本学女性教

授比率は 124 名中 25 名（20％）と少なく、キャリアを積んだ女性研究者が上位職で十分に活躍できる

大学となるためには、さらに全学的な支援体制と強力な取組が必須と考えられました。そこで平成

28(2016)年「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」に採択され、女性医療人キャリア

形成センターに新設したダイバーシティ環境整備事業推進室が中心となり、女性教授比率を 30％に引き

上げるための女性上位職登用支援、女性研究者のための研究環境整備、女性教職員数の多い部署での勤

務環境改善を実施し、令和 2(2020)年 7 月には特命担当教授（将来の教授候補者）を含めた女性教授率

31.1％を達成いたしました。 

 

そしてこの度、令和 3(2021)年度「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」に採択さ

れ、グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用『YAYOI プロジェクト』を発足いたしました。6年

間実施してきた「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」のフレームに、先端的取組を

追加し、以下を達成することを本事業の目標といたします。 

・女性在職比率：教授 30％、准教授 35％、講師 40％ 

・新規採用、昇進・昇格において、後進女性研究者の指導能力や国際活躍業績等を入れる 

・女性研究者の科研費等競争的研究資金の申請数増加、新規採択率の向上をめざす 

・介護支援の充実をはかる 

 

わが国唯一の女子医科大学として女性が活躍できる環境を整え、優れた研究業績を有する女性医療人

に対し発展的な研究継続を支援し、グローバルヘルスリーダーへの強いモチベーションを持つ女性人材

（「彌生人（やよいびと）」と呼称）を育成することで、医学研究・医療への貢献を実現するとともに、

将来有望な女性医療人の上位職登用のチャンスを加速させ、女性医療人がより高い望みを実現すべく研

究活動やキャリア形成に邁進できる体制づくりを本学全体で推進して参ります。 

 

 

 

 

  

Your Attention to Your Own Innovation ! 

学祖 吉岡彌生(やよい)先生 
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本事業のための体制整備 

理事長・学長のリーダーシップのもと、事業の司令塔を「ダイバーシティ環境整備事業推進室」が

担います。事業内容の具体的審議を「ダイバーシティ担当推進者会議」で行い、重要事項は女性医療

人キャリア形成センターを通じ理事会で審議決定を行います。 

 

女性医療人キャリア形成センターには、既に女性活躍推進法による行動計画の実施のために設置さ

れている部門が複数あり、本事業の推進に際しては、それらのうち「女性医療人リーダー育成部門」

ならびに「女性医師・研究者支援部門」と「看護職キャリア開発支援部門」が「ダイバーシティ環境

整備事業推進室」と連携しつつ各部署が専門とする事業内容の推進を担当します。 

 

「ダイバーシティ環境整備事業推進室」は毎月の「ダイバーシティ担当推進者会議」により女性医

療人キャリア形成センター内の複数の部門、学内委員会、学内研究施設と密に連携し、事業全体をオ

ーガナイズすると共に各部署の活動を（事務、広報、記録、成果の抽出など）多方面からバックアッ

プすることで事業の確実な進捗を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さらに様々な会議体、 
付属研究機関と連携 
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実施概要 

上位職への女性の積極登用（=1）、そのための研究力向上とリーダー育成（=2）、およびこれらを支え

るダイバーシティ研究環境整備（=3）の３つのテーマについて、6 年間実施してきた「ダイバーシティ

研究環境実現イニシアティブ（特色型）」のフレームに更なる先端的取組を追加し、それぞれ事業主行動

計画、ストラクチャー、プロセス、アウトカムを明確に設定しました（下図参照）。 

 

 

（１）上位職への積極登用の取組 

①女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進：32 ページ 

・次世代の女性教授候補者層(准教授、講師)の裾野を広げるため、医師以外の学内女性研究者を対

象としたキャリアアップのための実践的な個別アドバイス体制の整備 

・助教や研修医に対し、准教授や講師をロールモデルとした「ピアラーニング(※)」の積極展開 

※教授を中心としたロールモデルから直接経験談を聞き意見交換を行う場 

 

②学長指名推薦による女性教授登用：33 ページ 

・学内外の優れた実績をもつ女性教職員を学長指名推薦により女性教授として登用 

 

③オープンイノベーション講演会・交流会：33 ページ 

・本学先端生命医科学研究所「バイオメディカル・カリキュラム」と連携し、医・工・理の架け橋

研究等を紹介する「オープンイノベーション講演会」、新たな研究希望者と既に研究進行中の者

とのマッチングの場「オープンイノベーション交流会」の企画・開催 
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（２）研究力向上・リーダー育成の取組 

①基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究支援：37 ページ 

・「架け橋研究支援金」制度の実施 

・架け橋研究を推進する「架け橋研究指導者」の任命、ならびに各種相談に対応するための体制準備 

・研究希望者と研究進行中の者が意見交換する「架け橋研究紹介ツアー」の企画・開催 

 

②バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化：39 ページ 

・国際共同研究を既に進行中の学内女性研究者を対象とした「国際共同研究支援金」制度の実施 

・国際共同研究を推進する「国際共同研究指導者」の任命、ならびに各種相談に対応するための体制

準備 

・国際共同研究を既に進行中の学内女性研究者（国際共同研究支援金を受けた女性研究者も含む）

を対象とした英語論文掲載料一部補助制度の実施 

・国際共同研究用デジタルプラットフォームの構築 

・アバターロボットを使用するためのデジタル環境構築 

 

③保健医療分野における AI 研究インターンシップ制度の構築：42 ページ 

・新たな AI 研究開始を希望する学内女性研究者を対象とした「AI 研究スタートアップ支援」制度

の実施 

・AI 研究を推進する「AI 研究指導者」の任命、ならびに各種相談に対応するための体制準備 

・保健医療分野における AI 研究を活性化するプロジェクトとして AI インターンシップ制度の構築 

・AI 講習会、研修会 参加費補助制度の実施 

 

（３）ダイバーシティ研究環境整備の取組 

①学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備：46 ページ 

・本学全教職員を対象とした学会等参加時の託児費補助に関するニーズ調査の実施 

・学会等参加時の託児費補助制度の実施 

・院内保育所（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）における土日祝日を含めた一時預

かりの安全性検証および利用者数のモニタリングの実施 

 

②実践的介護支援体制の構築：48 ページ 

・本学教職員の介護現状とニーズの把握を目的とした全教職員アンケートの実施 

・本学ファミリーサポート体制を構築している NPO 法人子育てネットワーク・ピッコロと連携した、

新たな介護見守り支援（ちょこっと介護見守り支援）の新設準備 

 

③研究支援員制度における対象者範囲の拡大：49 ページ 

・平成 28(2016)年度（特色型）事業で構築した女性研究者対象の「研究支援員制度(※)」への育児

中/介護中男性研究者１名支援枠新設 

※応募条件を満たす本学医学部の女性医学研究者が、研究活動上必要な補助業務を行う際に「研究支援員」を 1

名採用できる制度(支援員の人件費は女性医療人キャリア形成センターより拠出) 
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以上のダイバーシティ研究環境整備事業の様々な取組は、女性医師・研究者のみならず全教職員・学

生も対象としています。今後もさらに個別の状況に合わせた多角的かつ適切な支援を実施し、広く社会

に役立つモデルを構築していきます。 
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事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  調書２ 

 

(別紙)  

事 業 計 画 書 
 

Ⅰ．補助事業の内容 

１．補助事業の名称 

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型） 

 

２．機関名 

学校法人 東京女子医科大学 

 

３．補助事業の目的   

  ①上位職登用（女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進、学長指名推薦による女

性教授登用、オープンイノベーション講演会・交流会）、②研究力向上・リーダー育成（基礎医

学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究支援、バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化、

保健医療分野における AI研究インターンシップ制度の構築）、③ダイバーシティ研究環境整備

（実践的介護援助体制の構築、研究支援員制度における対象者範囲の拡大）を通じて、以下を

達成することを本事業の目的とする。 

  a. 女性在職比率：教授 30％、准教授 35％、講師 40％ 

  b. 新規採用、昇進・昇格において、後進女性研究者の指導能力や国際活躍業績等を入れる 

  c. 女性研究者の科研費等競争的研究資金の申請数増加、新規採択率の向上をめざす 

  d. 介護支援の充実をはかる 

                                  

４．本年度の事業の項目及び内容     

 

○取組期間における研究者在職者数、女性在職比率 

 助教以下 

（うち女性） 

講師 

（うち女性） 

准教授 

（うち女性） 

教授 

（うち女性） 

女性在職 

比率 

令和 2年 5月 

1 日（実績） 
1,735(826） 164（64） 120（30） 133（38） 45％ 

令和 3年度 1,697(815） 152（60） 123（30） 128（37） 45％ 

令和 4年度 1,746(838） 154（60） 120（30） 130（38） 45％ 

令和 5年度 1,738(844） 162（63） 120（32） 130（39） 45％ 

令和 6年度 1,737(844） 161（63） 120（32） 132（39） 45％ 

令和 7年度 1,737(844） 161（63） 120（32） 132（39） 45％ 

令和 8年度 1,735(826） 164（66） 124（43） 132（40） 45％ 
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○取組期間における研究者採用者数、女性採用比率 

 助教以下 

（うち女性） 

講師 

（うち女性） 

准教授 

（うち女性） 

教授 

（うち女性） 

女性採用 

比率 

令和 2年 5月 

1 日（実績） 
184（86） 8（6） 8（1） 6（2） 46.1％ 

令和 3年度 188（90） 8（6） 8（1） 6（2） 46％ 

令和 4年度 204（97） 8（6） 8（1） 6（2） 46％ 

令和 5年度 204（101） 8（6） 8（1） 6（2） 54％ 

令和 6年度 204（101） 8（6） 8（1） 6（2） 54％ 

令和 7年度 204（101） 8（6） 8（1） 6（2） 54％ 

令和 8年度 204（101） 8（6） 8（1） 6（2） 54％ 

 

（１）本事業推進のための体制整備 

･「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」事業を円滑に進めるために、各施策推進の司

令塔としての役割を担っている「ダイバーシティ環境整備事業推進室」が引き続きその任を

担う。本事業の各取組についての具体的審議は「ダイバーシティ担当推進者会議」で行う。

「ダイバーシティ担当推進者会議」で採択された重要事項については女性医療人キャリア形

成センターを通じ、理事会での審議決定を必要とする。 

女性医療人キャリア形成センターには、既に女性活躍推進法による行動計画の実施のため

に設置されている部門が複数あり、本事業の推進に際しては、それらのうち「女性医療人リ

ーダー育成部門」ならびに「女性医師・研究者支援部門」と「看護職キャリア開発支援部

門」が「ダイバーシティ環境整備事業推進室」と連携しつつ各部署が専門とする事業内容の

推進を担当する。「ダイバーシティ環境整備事業推進室」は毎月の「ダイバーシティ担当推進

者会議」により女性医療人キャリア形成センター内の複数の部門、学内委員会、学内研究施

設と密に連携し、事業全体をオーガナイズすると共に各部署の活動を（事務、広報、記録、

成果の抽出など）多方面からバックアップすることで事業の確実な進捗を図る。 

 

・会議専用のタブレット端末を導入し各事業担当者に貸与することで、会議中の資料供覧をペ

ーパーレス化し機密情報を管理しつつスムースな情報共有を行う。またオンライン会議や進

捗管理の視覚化、配信予定の学内女性研究者の研究紹介動画のチェック等に活用する。 

 

・会議や交流会（架け橋研究ツアーやオープンイノベーション交流会も含む）、講演会、報告

会、インタビュー等専用にカメラ、マイクシステム等の機材を導入し、配信のための音響・

画像の質を向上させる。 

 

（２）女性准教授・講師の新規採用および昇進昇格の促進（上位職登用） 

･次世代の女性教授候補者層(准教授、講師)を厚くし裾野を広げるため、医師以外の学内女性研究者

を対象としたキャリアアップのための実践的な個別アドバイス体制を整備する（登録 
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制）。体制整備のための実施要項を作成し、医師以外の女性研究者の登録希望者募集とアドバイ

ザー（学内・学外）の募集・選定および登録について検討する。 

 

・教授を中心としたロールモデルから直接経験談を聞くことができる「ピアラーニング」につい

て、演者に准教授や講師、聴講者に助教や研修医などを加え、裾野を広げた積極的展開を検討

する。実施要項を作成し、演者（准教授、講師）の募集および選定について検討する。 

    

（３）学長指名推薦による女性教授登用（上位職登用） 

・国内外において優れた実績のある女性教職員（医師以外の女性研究者を含む）を教員評価制度

の公平な評価結果や国際活躍業績に基づき学長指名推薦により女性教授として登用していく。

女性登用実績の評価方法等も十分検討され既に体制は整っており、候補者があれば適宜推薦を

実施する。 

    

（４）オープンイノベーション講演会・交流会（上位職登用） 

・本学の先端生命医科学研究所が主催する「バイオメディカル・カリキュラム」（以下 BMC）と

連携して広く学内外の女性研究者に呼びかけ、BMC 修了者や既に架け橋研究を進行中の研究者

（特に女性）が修了後の成果および成功体験について語るオンライン講演会（オープンイノベ

ーション講演会）、交流会を開催する。講演会・交流会の募集要項を作成し、参加希望者およ

び演者の募集・登録、メーリングリストを作成する。特に交流会については、架け橋研究の芽

として重要な「研究マッチング」を目的とした双方向の情報交換の場（オンライン、リアルの

両方で）を準備する。カメラ、マイクシステム等の機材を導入し、配信のための音響・画像の

質を向上させる。 

 

・オープンイノベーション講演会で発表する女性研究者の研究活動成果等を広く学内外（海外含

む）に発信するため、撮影機材を用いて動画製作できる体制を構築し、配信する。 

 

（５）基礎医学と臨床工学を繋ぐ架け橋研究支援（研究力向上・リーダー育成） 

・学内女性研究者主体の研究チームもしくは学内女性研究者を含んだ研究チームを対象とし、基

礎医学と臨床工学の間を繋ぐ医・工・理の架け橋研究を推進する架け橋研究指導者（学内女性

研究者）の募集要項を策定、募集を開始する。 

 

・「架け橋研究支援金」制度の実施要項、審査員等の体制を整備し、支援を開始する。 

 

・架け橋研究開始を希望する女性研究者を増やすため、既に学内で進行中の異分野融合研究プロ

ジェクトを多数紹介し、それらの研究プロジェクトに関わる研究者と新たに参加を希望する研

究者とが相互に意見交換できる場「架け橋研究紹介ツアー」を実施（オンライン、リアルの両

方で）するための準備を行う。 

 

・「架け橋研究」をスタートした女性研究者の研究活動内容の紹介や研究成果報告等を学内外

（海外含む）に発信するための収録・動画配信の準備を行う。 

 

（６）バーチャル国際研究交流体系の構築および実用活性化（研究力向上・リーダー育成） 

・海外の複数の大学との共同研究を活性化することを目的として研究用デジタルプラットフォー

ムを構築するため、このデジタルプラットフォームを活用した国際研究講演会・交流会を企画

し、準備を行う。参加希望者および演者の募集・登録、メーリングリストの作成を検討する。 
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・国際共同研究を既に進行中の学内女性研究者を対象とした「国際研究支援金」の実施要項を作

成し、審査体制を構築、支給を行う。 

 

・国際共同研究を既に進行中の学内女性研究者および国際研究支援金を受けた女性研究者を対象

とした英語論文掲載料一部補助制度を創設するため、実施要項を作成し、支給を行う。 

 

・新たな国際共同研究を希望する学内女性研究者、および国際研究指導者としてメンター役を担

う女性研究者（学内外）を募集するための要項を作成する。さらに各種相談に対応するための

体制（相談希望者募集要項、メンターとのマッチング、オンライン・リアルでの相談環境な

ど）を準備する。 

 

・学外（海外を含む）と学内の研究者間で臨場感のある研究交流の実施を目指し、アバターロボ

ット「ニューミー」を安定して使用可能なデジタル環境を構築するための準備を行う。 

 

・国際研究支援金を受けて国際共同研究を推進した学内女性研究者の研究活動内容の紹介、研究

成果報告等を学内外（海外含む）に発信するための収録・動画配信の準備を行う。 

 

（７）保健医療分野における AI 研究インターンシップ制度の構築（研究力向上・リーダー育成） 

・保健医療分野における AI 研究を活性化するプロジェクトとして、希望者（新たな AI 研究開始

を希望する女性研究者、AI 研究に興味を持つ大学院生や学生を含む）が AI医療研究実践に必

要な基本知識を効率良く学べる AIインターンシップ制度を構築、登録希望者を募集しメーリ

ングリスト（AI 研究メーリングリスト）を作成する。本学のメディカル AIセンター（以下、

MAC）ではすでにスタージェン社への委託により定期的に MAC 主催 AI講習会、AI演習会を開

催することで AI 教育を実施しており、AI 研究メーリングリストを用いてこれらへの参加登録

を案内する。また、学外の AI講習会、研修会についても情報収集し、AI研究メーリングリス

トを用いて参加案内を配信する。学内女性研究者については、申請により AI 講習会、研修会

参加費を支援する。 

 

・MAC 内の AI 研究指導者に付いて新たな AI研究開始を希望する学内女性研究者（医師、看護師

含む）を対象とした「AI研究スタートアップ支援」制度開始に向け実施要項を作成、審査体制

を構築し、研究費を支援する。 

 

・令和 4年度からの本格的な AI 研究支援にむけ、研究環境整備の一環として、学内女性研究者

が AI研究に活用するための共用パソコン（外付け HDD 含む）一式を準備する。 

 

・AI研究スタートアップ支援金を受けて研究を推進した学内女性研究者の研究活動内容の紹介、

研究成果報告等を学内外（海外含む）に発信するための収録・動画配信の準備を行う。 

 

 

（８）学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制度の整備 

（ダイバーシティ研究環境整備） 

・男女問わず本学全教職員を対象とし、学会等参加時の託児費補助に関するニーズ調査を実施す

る。その上で、学会等参加時の託児費補助制度の創設に向けて実施要項を作成する。要項がで

き次第、支給を開始する。 
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・院内保育所（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）における土日祝日を含めた一次

預かりを安全に実施していることの検証および利用者数のモニタリングを、タブレット端末と

専用ソフト（ルクミー）を用いて行う。また、適宜利用者アンケートを実施して具体的なニー

ズを把握する。 

 

（９）実践的介護支援体制の構築（ダイバーシティ研究環境整備） 

・実践的介護支援体制構築のため、本学教職員の介護現状とニーズの把握を目的に 3度目の全教

職員アンケートを実施する。 

 

・「女子医大・東京医大ファミリーサポート」を委託している特定非営利活動法人子育てネットワ

ーク・ピッコロ（「女子医大・東京医大ファミリーサポート」）のノウハウを活用し、現在ピッ

コロに登録している子育てサービス提供会員を対象として、新たな介護見守り支援サービス

（ちょこっと介護見守り支援）提供会員の募集を行う。さらに、介護見守り支援サービス提供

会員のための講習会プログラム内容および具体的な支援内容の検討を行う。 

 

（10）研究支援員制度における対象者範囲の拡大（ダイバーシティ研究環境整備） 

・育児中または介護中の女性研究者および優れた研究業績を有する将来有望な女性研究者を対象

に実施している研究支援員制度をさらに拡大し、育児中または介護中の男性研究者１名の支援

枠を創設する。この支援枠創設にあたっての募集・審査方法の検討、承認を行い、さらに男性

研究者募集枠の周知と募集準備を行う。 

・研究支援員制度を受けて研究を推進した学内研究者の研究活動内容の紹介、研究成果報告等を

学内外（海外含む）に発信するための収録・動画配信の準備を行う。 

  

５．補助事業期間 

・補助事業の完了（予定）日 令和 4年 3月 31 日 
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Ⅱ．補助事業の実施体制 

  ※「Ⅰ.４．本年度の事業の項目及び内容」と対応。 

 

 

事 業 項 目 実 施 場 所 担 当 責 任 者 

（１）本事業推進のための体制

整備 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 

解剖学講座神経分子形態

学分野 准教授 

本多 祥子 

（２）女性准教授・講師の新規

採用および昇進昇格の促

進（上位職登用） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 

常務理事・女性医療人キ

ャリア形成センター長 

肥塚 直美 

（３）学長指名推薦による女性

教授登用（上位職登用） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 

常務理事・女性医療人キ

ャリア形成センター長 

肥塚 直美 

（４）オープンイノベーション 

講演会・交流会 

（上位職登用） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 
先端生命医科学研究所 

所長・教授 

清水 達也 

（５）基礎医学と臨床工学を繋

ぐ架け橋研究支援 

（研究力向上・リーダー育成） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 
先端生命医科学研究所 

所長・教授 

清水 達也 

（６）バーチャル国際研究交流体

系の構築および実用活性

化 

（研究力向上・リーダー育成） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 
国際環境・熱帯医学講座 

国際環境・熱帯医学分野 

教授・基幹分野長 

杉下 智彦 

（７）保健医療分野におけるAI

研究インターンシップ制

度の構築 

（研究力向上・リーダー育成） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 
先端生命医科学研究所 

副所長・教授 

村垣 善浩 

（８）学会参加時の託児費補助

制度の新設および休日一

時預かり保育制度の整備 

（ダイバーシティ研究環境整備） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 
衛生学公衆衛生学講座公

衆衛生学分野 

教授・基幹分野長 

野原 理子 

（９）実践的介護支援体制の構

築（ダイバーシティ研究

環境整備） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 
解剖学講座神経分子形態

学分野  准教授 

本多 祥子 
（10）研究支援員制度における 

対象者範囲の拡大 

（ダイバーシティ研究環境整備） 

東京都新宿区河田町 8-1 

学校法人 東京女子医科大学 
臨床検査科 

教授 

佐藤 麻子 
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取組概要（ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ ⼥性研究者研究活動⽀援事業 HP 掲載） 
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令和 3 年(2021)年度活動年表 

実施日 内容 

令和 3(2021)年度 

6/16 科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先

端型）」申請書提出 

8/23 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）面接審査（オンライン） 

10/14 介護支援について委託先（NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ）と打ち合わせ 

10/20 AI 研究講演会・演習会について委託会社（(株)スタージェン）と打ち合わせ 

10/27 オープンイノベーション講演会、交流会に関する打ち合わせ 

11/4 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）補助金交付決定 

11/8 研究支援制度（架け橋研究支援・国際共同研究支援・AI 研究スタートアップ研究

支援）公募開始 

11/15 学会参加時等の託児費補助制度 受付開始 

11/24 アバターロボットの実証実験を実施（ブラウン大学） 

11/25 第 1 回ダイバーシティ担当推進者会議開催（オンライン） 

 アバターロボットの実証実験を実施（アラバマ大学） 

 英語論文掲載料補助制度・AI 講習会、研修会 参加費補助制度 受付開始 

12/1-12/3 研究支援制度 書類審査 

12/4 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）「YAYOI プロジェクト」キ

ックオフミーティング開催 

12/6 研究支援制度 面接審査 

12/10 研究支援制度 採択者決定（架け橋研究支援 4 名・国際共同研究支援 3 名・AI 研

究スタートアップ研究支援 3名） 

12/14 アバターロボット 今後の活動について委託会社（(株)NTT ドコモ）と意見交換 

12/15-1/5 育児・介護に関するアンケート調査実施 

12/17 アバターロボット 今後の活動について学内会議 

12/21 第 2 回ダイバーシティ担当推進者会議開催（オンライン） 

 AI 研究講演会・演習会について委託会社（(株)スタージェン）と打ち合わせ 

12/24 研究支援制度 授与式 

12/28 研究支援制度 授与式 

1/24 オープンイノベーション講演会開催（オンライン/参加 50 名） 

1/25 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）HP 公開 

1/26 「YAYOI プロジェクト」キックオフミーティング動画公開 

1/27 アバターロボット temi を使用したシンガポール国立大学 国際共同研究者による

本学ラボ視察 

1/28 第 3 回ダイバーシティ担当推進者会議開催（オンライン） 

 「ちょこっと介護見守り支援」提供会員向け介護事業説明会 
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実施日 内容 

令和 3(2021)年度 

2/7 第 1 回医療・ヘルスケア AI 講演会開催（オンライン/参加 98 名） 

2/8 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）JST訪問調査（オンライン） 

2/11 デジタルプラットフォーム MPUF XRCC を使用したハーバード大学との研究ミーテ

ィング実施 

2/14 第 1 回アノテーション演習会（オンライン/参加 4名） 

2/18 第 4 回ダイバーシティ担当推進者会議開催（オンライン） 

 「ちょこっと介護見守り支援」提供会員向け介護講習会 

2/25 「ちょこっと介護見守り支援」提供会員向け介護実習 

3/23 第 5 回ダイバーシティ担当推進者会議開催（オンライン） 

3/31 令和 3(2021)年度「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」活動

報告書発行 
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「YAYOI プロジェクト」キックオフミーティングの実施 

令和 3(2021)年 12 月 4 日(土)、本学において「YAYOI プロジェクト」キックオフミーティングを開催

いたしました。本学の大学ニュースに以下の記事が掲載されました。 
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 「YAYOI プロジェクト」キックオフミーティングプログラム 
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 事業紹介スライド（本多祥⼦室⻑） 
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Ⅱ 事業報告① ‐上位職への積極登⽤‐ 

⼥性教授割合の拡⼤状況 

平成 28(2016)年に採択された「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」では、女性

教授率 30％を目標に様々な取組を行い、令和 2(2020)年 7 月に特命担当教授（将来の教授候補者）を含

めた女性教授率 31.1％を達成しました。 

本事業では特命担当教授を含まない「女性教授率 30％の達成と維持」を目標とし、OECD 加盟国に匹敵

する女性教授比率の達成を目指します。 

 

【教授の女性割合と在籍数】 ※( )は特命担当教授を含む数値 

 女性割合 女性 男性 合計 

令和 2(2020)年 7 月 29.5%(31.1%) 39（42） 93 132(135) 

令和 3(2021)年 4 月 27.7%(29.3%) 36（39） 94 130(133) 

令和 3(2021)年 12 月 26.5%(28.1%) 36（39） 101 136(139) 

 

⼥性准教授・講師の新規採⽤および昇進昇格の促進 

女性教授比率の向上に加え、次世代の女性教授候補者層を厚くし裾野を広げるためには、女性准教授・

講師を着実に育成していくことが不可欠です。優れた女性教員（女性研究者）に対し女性准教授・講師

昇進昇格を積極的に実施し、女性教授比率 30％を今後も維持していくために、これまで 30％程度に留

まっていた新規採用も含めた女性准教授比率、講師比率をそれぞれ 35％、40％とする目標を設定しまし

た。本学では「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」の一環として令和 2(2020)年度

から教員評価制度が本格的に始動しており、適切な評価体制が整っています。また学祖 吉岡彌生先生

の精神を受け継ぎ、社会のリーダーとしてより良い社会を作るために活動することを目指す女性医療人

のための組織「女性医療人リーダー育成部門」の本科生・登録生制度構築により、層の厚い人材育成を

行ってきたことから、本事業では女性准教授・講師に関する学長指名推薦枠を導入、さらに看護系教育・

研究職についても（特任教授、特任准教授に相当する）女性上位職の枠を新たに導入することで、女性

教授候補者の層を厚くし、女性上位職の裾野を拡大します。 

 

【准教授・講師の女性割合と在籍数】 

 
准教授 講師 

女性 
割合 

女性 男性 合計 
女性 
割合 

女性 男性 合計 

令和 3(2021)年 12 月 27.0% 33 89 122 33.1% 51 103 154 
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◆キャリアアップのための実践的な個別アドバイス体制の整備 

登録制のメンターによるキャリア形成のための個別アドバイス体制を整備しています。具体的には、

准教授・講師がメンター登録をし、メンティとなる助教・研修医・院生など女性研究者を募集、これ

をマッチングして、オンラインもしくは対面でキャリア形成のための個別相談会を実施できるよう準

備を進めています。 

 

◆助教や研修医に対し、准教授や講師をロールモデルとした「ピアラーニング」の展開 

特色型で教授昇格を目的として行ってきた「ピアラーニング」の「准教授・講師版」を「ピアラー

ニング for 彌生人（やよいびと）」と称し、臨床・基礎・看護など様々な分野への展開を企画していま

す。この「ピアラーニング for 彌生人（やよいびと）」のネーミングは、本学が輩出してきた多くのグ

ローバルヘルスリーダーをロールモデルとし、これを目指す志を持つすべての女性研究者を「彌生人

（やよいびと）」と総称することを由来としています。 

 

学⻑指名推薦による⼥性教授登⽤ 

学長の強いリーダーシップのもと、優れた実績のある女性教員(研究者)の上位職登用を推し進めます。

「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)」において、これまでの「上位職への積極登用」

の行動計画ではプラスファクターおよび特命担当教授任命制度により教授昇格者数が大幅に増加しま

したが、本事業ではさらに学内の基礎系研究室、臨床系研究室、理工系研究施設に所属する医師・看護

師以外の女性研究者を含め、必要に応じて学外からも、学長指名推薦による女性教授候補者を増やして

いきます。すでに教員評価制度の高評価に基づいて学長指名推薦を受けた女性教授候補者が、第三者評

価による公正な教授選考委員会の選考を経て教授に任命されています。 

 

オープンイノベーション講演会・交流会の実施 

リーダーシップを発揮し異分野を繋げて未来の医療を担う女性医療人「彌生人（やよいびと）」の育成

には、医・工・理含めた異分野連携、異業種連携の場が不可欠です。本学の医学系・理工系融合研究施

設である先端生命医科学研究所が主催する「バイオメディカル・カリキュラム」（以下 BMC）は、学内の

みならず外部の企業、研究所、病院、文系大学など異分野・異職種からの参加希望者を対象とした医学

全般のリカレント教育コースであり、医学・生命科学と理工学の先端テクノロジーを融合した新しい先

端医療の実現に貢献する幅広い人材育成と研究・開発の実践を目指しています。既に 50 年以上の歴史

を持ち修了生は 2000 名を超え、医薬品・医療機器分野の他、化学・材料分野、食品分野、情報・通信分

野、出版分野など様々な異分野業界の第一線で活躍する人材を数多く輩出しており、中には女性も含ま

れています。 

本事業では現在活躍中の BMC 修了生（女性を含む）によるオンライン講演会や交流会を実施し、広く

学内外、国内外から女性研究者の参加を促すことで、女性研究者を中心としたコミュニティの形成、活

性化を推進していきます。 
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◆第 1回 オープンイノベーション講演会 

日時：令和 4年 1月 24 日（月）17：00-19：00 

方法：オンライン 

演者：小林真里先生（東京農工大学 卓越リーダー養成機構 特任准教授） 

高橋政代先生（株式会社ビジョンケア 代表取締役社長、眼科医） 

参加者：約 50 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小林真里先生 高橋政代先生 

本学 麻酔科学 

長坂安子教授・基幹分野長 

先端生命医科学研究所 

関谷佐智子助教（司会） 

（パネルディスカッションの様子） 
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 上位職への積極登⽤の取組 リーフレット 

◆第 1回 オープンイノベーション講演会 
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Ⅲ 事業報告② ‐研究⼒向上とリーダー育成‐ 

本学の研究⼒向上状況 

本学女性教職員の科研費応募件数は例年コンスタントに維持されております。本事業では、女性研究

者の科研費等競争的研究資金の応募数 30％増、新規採択率 20％増、原著論文等 10％増を目指します。 
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基礎医学と臨床⼯学を繋ぐ架け橋研究の⽀援 

本学の先端生命医科学研究所では 20 年前より独自の細胞シート工学を開発し、これを幹細胞生物学

と臨床工学の架け橋として治療・創薬・疾患研究に応用しています。更には細胞農業を含めた異分野融

合研究も始まっており、今後の幅広い展開が期待され既に本学内の医学部学生や若手研究者の注目を集

めています。看護学領域においても、基礎医学研究の知見に発したアイデアを予防や治療、ケアのため

の技術・材料・機器開発に応用することで新たな研究開発分野を開拓できる可能性は大きく、本事業で

は、このような基礎医学と臨床工学の間を繋ぐいわば医・工・理の架け橋研究をスムーズに開始できる

スタートアップ支援などの体制を構築し、これに関わる若手女性研究者の増加を促進していきます。本

学には臨床工学と医学の先端的研究を行う研究施設として先端生命医科学研究所、メディカル AI セン

ター、研究推進センターがあり、基礎医学系研究室との長年の共同研究実績も数多く、架け橋研究の基

盤を有しています。先端技術に関わる研究開発を通じて、女性グローバルヘルスリーダーに欠かせない

倫理的・法的・社会的な課題についての知見を深めます。 

 

 

◆「架け橋研究支援金」制度の実施 

架け橋研究スタートを希望する女性研究者を『架け橋研究支援金』により支援する制度です。こ

れにより、架け橋研究の促進と、架け橋研究に関わる若手女性研究者の増加を推進します。令和

3(2021)年度は 4名が採択され、令和 3(2021)年 12 月に授与式が行われました。 

 

 

・関谷佐智子助教（先端生命医科学研究所） 

-研究課題名 

「生体外ヒト腎障害モデルに向けた腎オルガ

ノイドの血管機能化」 

 

 

 

 

 

・青木信奈子助教（先端生命医科学研究所） 

-研究課題名 

「医工連携によるヒト心筋組織の構造・機能に

対する血管新生抑制性制御の検証」 

 

 

 

 

 



38 

 

 

・番場嘉子准講師（下部消化管外科） 

-研究課題名「手術室での複合現実‐画像の投

影と手術環境の情報共有による手術支援‐」 

 

 

 

 

 

 

・金谷萌子助教（生理学（神経生理学分野）） 

-研究課題名「機械学習を活用した痛み行動評

価系の確立」 

 

 

 

 

 

◆「架け橋研究指導者」の任命 

基礎医学と臨床工学を繋ぐ「架け橋研究」を促進するため、担当責任者を「架け橋研究指導者」に

任命しました。次年度は、令和 3(2021)年度採択者が指導者として登録され、後進育成の役割を担い

ます。また、指導者が各種相談に対応するための体制（相談希望者募集要項、メンターとのマッチン

グ、オンライン・リアルでの相談環境など）準備を進めています。 

 

◆「架け橋研究紹介ツアー」の企画 

架け橋研究開始を希望する女性研究者を増やすため、既に学内で進行中の異分野融合研究プロジ

ェクトを多数紹介し、それらの研究プロジェクトに関わる研究者と新たに参加を希望する研究者と

が相互に意見交換できる場「架け橋研究紹介ツアー」の開催準備を進めています。 
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バーチャル国際研究交流体系の構築および実⽤活性化 

これまで本学医学部・看護学部では国際交換留学が盛んに行われており、世界の多数の大学との国際

留学協定のもとで多くの学生を送り出し、また受け入れてきました。COVID-19 感染蔓延はいつ終わると

も知れず、このような海外渡航困難な状況下でも、既に本学では国際交流委員会が中心となり、海外留

学を目指す学生、研究者、医師、看護師を対象に、海外経験を有するまたは海外で活躍中の卒業生や教

職員からデジタルプラットフォーム上で経験談を聞き相互交流するプログラム「アナザースカイ」を定

期的に実施（2020 年度 11 名参加）しています。また看護学部においては COIL（Collaborative Online 

International Learning）を応用した国際教育プログラムが講義の一環として既に実践されており、長

年にわたり学生交換留学を実施してきた海外の大学とオンライン交流が盛んに行われています。 

本事業ではこれら国際交流の効果を研究レベルに拡大し活用するため、すでに国際留学協定の実績で

信頼のある大学を含めた海外の複数の大学と、共用の研究デジタルプラットフォームを構築し、メンバ

ー大学間で安全に共同研究活動を実施でき、情報やノウハウを相互に共有して研究効率を上げるための

システム構築を目指します。これにより学内の海外留学・国際共同研究経験のある研究者（2016 年 4 月

～2021 年 3 月末現在女性研究者 12 名が在籍、現職の女性教授の中には 2020 年度国際共同研究加速基金

を獲得した女性教授を含め、長期間の海外留学経験者が多数）を中心とした新たな国際的研究交流の増

加、国際共同研究の活性化を推し進め、さらに英語論文が採択された研究者には掲載料の補助を行い、

研究力向上および上位職登用への促進を図ります。 

また本学の先端生命医科学研究所がすでに活用しているアバターロボットを利用することにより、国

内外の研究者が本学の研究現場に立ち合いディスカッションしたり、講義や研修を受けたりすることを

可能にします。既に本学の研究者と米国の研究者との間でアバターロボットを用いたカンファレンスが

試みられており、本事業ではその更なる利用拡大、国際共同研究活性化への貢献を支援していきます。 

 

◆「国際共同研究支援」制度の実施 

国際共同研究にすでに関わっている、もしくは新たにスタートを希望する女性研究者を『国際共

同研究支援金』により支援する制度です。支援対象者が国際共同研究に積極的に関わることで、新た

な国際研究交流の増加や国際共同研究の活性化を推し進めることを目的とします。令和 3(2021)年度

は 3名が採択され、令和 3(2021)年 12 月に授与式が行われました。 

 

・石津綾子教授・基幹分野長（解剖学（顕微解剖

学・形態形成学）） 

-研究課題名 

（和文）単一造血幹細胞におけるサイトカイン

応答性解析 

（英文）Single cell based analysis of hema

topoietic stem cell response to cytokin

e signaling 

※シンガポール国立大学との共同研究 
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・河村（中山）寿子助教（生理学（神経生理学分

野）） 

-研究課題名 

（和文）ストレスによる視床神経回路の改編 

（英文）Stress-induced remodeling of neuro

nal circuits in the sensory thalamus 

※コレージュ・ド・フランス, INSERM,パリ文

理研究大学との共同研究 

 

 

・凪幸世助教（国際環境・熱帯医学） 

-研究課題名 

（和文）アフリカ辺境地域における栄養不良の

原因とリスク要因の解明 

（英文）Determining the causes and risk fa

ctors of malnutrition in marginal areas

 of Africa 

※ケニア中央医学研究所、ケニア保健局、マウ

ントケニア大学、長崎大学等との共同研究 

 

◆「国際共同研究指導者」の任命 

「国際共同研究」を促進するため、担当責任者を「国際共同研究指導者」に任命しました。次年度

は、令和 3(2021)年度採択者が指導者として登録され、後進育成の役割を担います。また、指導者が

各種相談に対応するための体制（相談希望者募集要項、メンターとのマッチング、オンライン・リア

ルでの相談環境など）準備を進めています。 

 

◆「英語論文掲載料補助制度」の実施 

国際的な研究力向上および女性研究者の上位職登用の機会を増やすことを目的とし、国際共同研

究の成果として国際学術雑誌掲載が決定した英文成果報告に対し、掲載料（論文・表紙掲載料、Ｗeb 

掲載料、オープンアクセス料等）の補助を行う制度を設立しました。令和 3(2021)年度は 1名に支援

を行いました。 

 

◆国際共同研究用デジタルプラットフォームの構築 

海外の複数の大学との共同研究を活性化することを目的として研究用デジタルプラットフォーム

を構築し、これを活用した国際研究講演会・交流会の企画を進めています。 

令和 4(2022)年 2 月 11 日、MPUF XRCC(XR Conference Cloud)を活用したハーバード大学と長坂安

子教授・基幹分野長を中心とする麻酔科による国際共同研究キックオフミーティングを実施しまし

た。 
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◆アバターロボットを使用するためのデジタル環境の構築 

学外（海外を含む）と学内の研究者間で臨場感のある研究交流の実施を目指し、アバターロボット

を安定して使用可能なデジタル環境を構築するための準備を行っています。 

令和 3(2021)年 11 月 24 日には米国ブラウン大学の南太郎先生と、翌 25 日には米国アラバマ大学

の大須賀覚先生とのアバターロボットを使用した接続実験を行いました。 

令和4(2022)年 1月 27日、アバターロボット「temi」を使用して、シンガポール国立大学の国際共同

研究者が石津綾子教授・基幹分野長の案内で解剖学（顕微解剖学・形態形成学）のラボを視察しました。 
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保健医療分野における AI 研究インターンシップ制度の構築 

文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特色型)の事業においては、本学卒の女性研

究者が、令和 2(2020)年度の研究支援員制度を活用し AI 研究を開始するなど、学内では医療 AI 研究の

機運が高まっています。AI 研究への若手女性研究者参画をこれまで以上に促進するため、本事業では学

内外の研究者に AI 活用の基本を学修する機会や実際の AI 開発の現状を習得する機会を豊富に提供し、

女性研究者の学内外における AI 研修、講習会参加を支援します。また医療 AI 研究に特化した学内研究

施設であるメディカル AI センターにおいて、新たに AI 研究インターンシップ制度を構築し、学内外の

様々な保健医療分野で活躍する女性研究者がAI研究を開始できるようスタートアップ支援を行います。 

 

◆「AI 研究スタートアップ支援制度」の実施 

AI 研究を開始する女性研究者を「AI 研究スタートアップ支援金」により支援し、保健医療分野に

おける AI 研究を増加・促進します。令和 3(2021)年度は 3名が採択され、令和 3(2021)年 12 月に授

与式が行われました。 

 

 

・岩下華子准講師（国際環境・熱帯医学） 

-研究課題名 

「ノーコードディープラーニングを活用した

ケニアにおける住民参加型マラリア媒介蚊

対策」 

 

 

 

 

 

・熊坂綾乃看護師（看護部） 

-研究課題名 

「Artificial intelligence(AI)を用いたスト

ーマ マネージメント支援ツールの開発」 
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・河合萌子助教（眼科） 

-研究課題名「機械学習を利用したデータクラ

スタリング」 

 

 

 

 

 

◆「AI 研究指導者」の任命 

「AI 研究」を促進するため、担当責任者を「AI 研究指導者」に任命しました。次年度は、令和

3(2021)年度採択者が指導者として登録され、後進育成の役割を担います。また、指導者が各種相談

に対応するための体制（相談希望者募集要項、メンターとのマッチング、オンライン・リアルでの相

談環境など）準備を進めています。 

 

◆「AI インターンシップ制度」の構築 

保健医療分野における AI 研究を活性化するプロジェクトとして、希望者（新たな AI 研究開始を

希望する女性研究者、AI 研究に興味を持つ大学院生や学生を含む）が AI 医療研究実践に必要な基本

知識を効率良く学べる AI インターンシップ制度を構築しました。本学のメディカル AI センター（以

下、MAC）ではすでに定期的に MAC 主催 AI 講習会、AI 演習会を開催することで AI 教育を実施してお

り、更に本事業主催による AI 講習会、AI 演習会を学内で開催し、多くの女性研究者が参加しました。 

・第 1回医療・ヘルスケア AI 講演会 

日時：令和 4(2022)年 2 月 7 日(月)17 時 30 分-18 時 40 分 

方法：Web セミナー形式で開催 

参加者：98 名 

 

・第 1回アノテーション演習会 

日時：令和 4(2022)年 2 月 14 日(月)17 時-18 時 

方法：Web セミナー形式で開催 

参加者：4名（定員 5名） 

 

◆「AI 講習会、研修会 参加費補助制度」の実施 

AI 研究へ参画を希望する女性研究者が、学内外の AI 講習会や研修会等に参加する場合の参加費用

を補助する制度を設立しました。女性研究者が自らの希望するテーマで AI 研究を開始するための基

本知識習得機会を増やすことを目的としています。令和 3(2021)年度は 4名に支援を行いました。 
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 研究⼒向上とリーダー育成の取組 リーフレット 

◆研究支援 公募のお知らせ 
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◆英語論文掲載料補助制度            ◆AI 講習会、研修会 参加費補助制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 1回 AI 講演会               ◆第 1回アノテーション演習会 
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Ⅳ 事業報告③ ‐ダイバーシティ研究環境整備‐ 

本学の研究環境整備状況 

平成 28(2016)年度ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）における様々な取組により

育児支援を含む種々の研究環境整備を推進してきました。特に「女子医大・東京医大ファミリーサポー

ト」による信頼度の高いきめ細やかな子育て支援は、全国に大きな社会的波及効果をもたらしています。 

本事業では、更なる育児支援として学会参加時の託児費補助制度の新設および休日一時預かり保育制

度の整備と、「女子医大・東京医大ファミリーサポート」を委託している特定非営利活動法人子育てネッ

トワーク・ピッコロと連携した介護見守り支援サービス“ちょこっと介護見守り支援”の新設を進めま

す。また同じく特色型事業で構築した研究支援員制度の利用対象者範囲をこれまでの女性だけでなく男

性にも拡大し、更なる研究環境整備を図ります。 

学会参加時の託児費補助制度の新設および休⽇⼀時預かり保育制度の整備 

若手研究者の良い発表機会である学会の地方会や研究会などは土日祝日に実施されることが多く 、

比較的規模の小さい学術集会では託児サービスが用意されてないことも多々あります。また、国際学会

や在宅オンラインで参加可能な学会では託児サービスの利用が難しく、参加の障壁となっています。 そ

こで本事業では、託児サービスのない学会（地方会・研究会）、研修会、国際学会など（オンライン含む）

に参加する際の託児費用の補助、更に本学施設内の院内保育所における土日祝日を含めた一時預かり保

育制度を整備します。 

 

◆学会等参加時の託児費補助に関するニーズ調査の実施 

学会等参加時の託児費補助に関するニーズ調査を介護現状・ニーズ調査と合わせた「育児・介護

に関するアンケート調査」を男女問わず本学全教職員を対象に実施しました。（アンケート結果は

52～60 ページ参照） 

 

◆「学会参加時等の託児費補助制度」の実施 

国内・国際学会、地方会・研究会、研修会など（オンラインを含む）に参加する育児中の女性研

究者が、託児サービス（ベビーシッター、一時預かり保育、ファミリーサポート、開催学会等の託

児サービスなど）を利用する際、その費用を一部または全額補助する制度を設立しました。令和

3(2021)年度は 1名に支援を行いました。 

 

◆院内保育所（学校法人東京女子医科大学付属病院院内保育所）におけるモニタリング調査の実施 

保育園利用者の利便性と保育の安全性の向上のために院内保育所の ICT 環境整備を進めていま

す。タブレット端末と専用ソフトを用いて、保育園の登降園時間管理や保育日誌等をデジタル化す

ることで、利便性や事務作業効率を上げ、安全な保育を提供します。 
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また、保育満足度とニーズ把握のための

利用者アンケート調査を令和 4(2022)年 2

月より開始しました。定期的にこのアンケ

ート調査を行い、状況に応じた保育の提供

を検討していきます。 
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実践的介護⽀援体制の構築 

特色型では本学教職員がキャリアと介護を両立し活躍することができる環境整備を目指し、キャ

リアと介護の両立ハンドブック配布、介護相談窓口設置等に取り組んできましたが、令和元(2019)

年度に本学全教職員を対象に実施した「介護に関するアンケート調査」の回答からは介護に対する

不安を訴える声が非常に多く、同時に仕事と介護の両立を望む声が大多数である、といった現状が

明らかになりました。また一方で「本学の介護支援制度を全く知らない」との回答も多数ありました。 

本事業では新たな施策と共に介護支援制度を周知することで、介護支援制度利用者比率をこれま

での約 0.3%から 0.6%へ、さらにそれ以上に引き上げ、女性研究者が安心して研究に専念できる環

境を整備していきます。 

 

◆介護現状・ニーズ調査の実施 

令和 3(2021)年 12 月に、全教職員を対象とした育児および介護の現状・ニーズ調査として「育

児・介護に関するアンケート調査」を実施しました。（アンケート結果は 52～60 ページ参照） 

 

◆介護見守り支援サービス“ちょこっと介護見守り支援”の新設 

「女子医大・東京医大ファミリーサポート」を委託している特定非営利活動法人子育てネットワ

ーク・ピッコロのファミリーサポートのノウハウを活用した、新たな介護見守り支援サービス“ち

ょこっと介護見守り支援”を令和 4(2022)年度より新設します。 

本年度は新設に向けて、上記の「育児・介護に関するアンケート調査」の中で具体的な利用希望

に関する調査を行う等、具体的支援内容を検討し、令和 4(2022)年 1 月 28 日に説明会、2月 18 日

に介護講習会、2月 25 日に介護実習を実施し、提供会員 6名が誕生しました。 

また“ちょこっと介護見守り支援”案内リーフレットを作成し、全教職員に配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 4(2022)年 1 月 28 日 説明会の様子 令和 4(2022)年 2 月 18 日 講習会の様子 
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研究⽀援員制度における対象者範囲の拡⼤ 

特色型では、ライフイベントにより研究活動の継続や研究時間の確保が困難となった女性研究者

や、これまでに十分な実績がある将来有望な女性研究者を支援し、研究活動をより活発にするた

め、研究者 1名に対して支援員 1名分の人件費を女性医療人キャリア形成センター基金等から拠出

する「研究支援員制度」を創設しました。 

本事業では、女性研究者に加え、育児中または介護中の男性研究者 1名の支援枠を新たに設けま

した。令和 3(2021)年度は募集要項作成、審査体制の準備を行い、令和 4(2022)年度より募集・支

援を開始します。（支援員の人件費は女性医療人キャリア形成センターより拠出） 

  

令和 4(2022)年 2 月 25 日 介護実習の様子 
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 ダイバーシティ研究環境整備 リーフレット 

◆育児・介護に関するアンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学会参加時等の託児費補助制度        ◆院内保育所利用者アンケート調査 
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◆“ちょこっと介護見守り支援”案内リーフレット 
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育児・介護に関するアンケート調査結果（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの職種は？ 

1,796 件の回答 

ご年齢は？ 

1,796 件の回答 

性別は？ 

1,796 件の回答 
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あなたは介護をしていますか？もしくは、していましたか？ 

1,796 件の回答 

介護を要している(要していた)方はどなたですか？（複数回答可） 

363 件の回答 

介護状況 

上記で「現在介護をしている」「過去に介護をしたことがあり、いったんその介護が終わ

ったのち、現在また介護をしている」「過去に介護をしていたが、現在はしていない」と

回答した方 

介護を要している(要していた)方はどちらにお住まいですか？（複数回答可） 

（＊「別居」＝施設入居を含みます） 

363 件の回答 
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現在もしくは将来の介護にどの程度不安を感じていますか？ 

1,796 件の回答 

介護への不安 

介護について、不安を感じる理由は何ですか？（複数回答可） 

1,426 件の回答 

上記で「とても不安」「やや不安」と回答した方 
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仕事と介護のバランスはどのような形が望ましいですか？ 

1,796 件の回答 

女子医大教職員のための介護支援について、最も役立つ（役立った）と思われるのは 

どれですか？ 

1,796 件の回答 

介護に対する考え、学内制度など 

女子医大教職員のための介護支援について、どのようなものをご存知ですか？ 

1,796 件の回答 

介護休暇・介護休業制度 

介護休業給付⾦制度 

短時間勤務制度 

介護相談窓⼝ 

研究⽀援員制度 

全く知らない 
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「女子医大ファミリーサポート」に介護見守り支援が導入された場合、利用 

（登録）したいと思いますか？ 

1,796 件の回答 

女子医大ファミリーサポートに介護見守り支援＊の導入を計画しています 

質問 1で「利用（登録）したい」と回答した方 

見守り支援を必要とするご家族はどのような方ですか？（複数回答可） 

524 件の回答 

その方は介護認定を受けていますか？ 受けている場合は該当するものをチェック 

してください。 

524 件の回答 
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担当のケアマネージャーはいますか？ 

524 件の回答 

「女子医大ファミリーサポート」の介護見守り支援を利用する場合、どの程度の 

利用を希望しますか？ 

524 件の回答 

本学で実施されている以下の育児支援について当てはまるものを選んでください。 

院内保育所(やよい保育園)での昼間保育(7:30～18:30) 

1,796 件の回答 
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院内保育所(やよい保育園)での延長保育(18:30～20:00) 

1,796 件の回答 

院内保育所(やよい保育園)での夜間保育(20:00～7:30) 

1,796 件の回答 

院内保育所(やよい保育園)での病児保育(8:00～18:00) 

1,796 件の回答 
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院内保育所(やよい保育園)での休日保育(8:00～18:00) 

1,796 件の回答 

院内保育所(やよい保育園)が定員に達している場合の提携保育園の利用 

1,796 件の回答 

女子医大・東京医大ファミリーサポート 

1,796 件の回答 
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ベビーシッター割引券 

1,796 件の回答 

今後本学では、学会参加時の託児費補助制度の新設と、平日および休日の一時預かり

保育制度の整備を実施します。両制度に関する以下の内容について当てはまるものを選

んでください。 

学会参加時に託児を利用した場合に託児費の補助を受けたいですか。 

1,796 件の回答 

院内保育所(やよい保育園)での休日一時預かり保育を利用したいですか。 

1,796 件の回答 
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Ⅴ その他の取組 

グッズの作成 

本事業を学内に浸透させ、全学体制で取組を推進するため、学内配布用のメガネ拭きクロスとク

リアファイルを作成しました。 

メガネ拭きクロスは研究支援補助制度（「英語論文掲載料補助制度」「AI 講習会、研修会参加費補

助制度」「学会参加時等の託児費補助制度」）の案内と合わせて本学女性研究者約 3500 名に、クリ

アファイルは「育児・介護に関するアンケート調査」依頼文書を入れて本学全教職員約 6000 名に

配布しました。 

 

◆メガネ拭きクロス            ◆クリアファイル 
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お問い合わせ先⼀覧 

●育児について 

 （46 ページ） 

ファミリーサポート室 人事課（院内保育所） 

03-5369-9075 

または 

03-3353-8112（内線 41152） 

03-3353-8112 

（内線 30114 または 30115） 

河田町  女性生涯教育支援センター１階 河田町 総合研究棟 1 階 事務局内 

 

 

●介護について 

 （48 ページ） 

人事課（介護相談窓口） 

03-3353-8112（内線 30111 または 30113） 

河田町 総合研究棟 1 階 事務局内 

 

 

●上記以外の 

ダイバーシティ事業に 

ついて 

女性医療人キャリア形成センター  

センターHP 

03-3353-8112（内線 30166） 

cdc.bm@twmu.ac.jp 

河田町 総合研究棟 1 階 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業 

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型） 

令和 3 年度報告書 

 

発行  令和 4(2022)年 3 月 

編集  ダイバーシティ環境整備事業推進室 

（女性医療人キャリア形成センター） 

MAIL  cdc.bm@twmu.ac.jp 

URL   http://www.twmu.ac.jp/gender/divercity/ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 東京女子医科大学 

女性医療人キャリア形成センター 

ダイバーシティ環境整備事業推進室 

〒162-8666 東京都新宿区河田町 8 番 1 号 

TEL：03-3353-8112（内線 30166） 

 


